
令和8年度学校経営方針
下川町立下川小学校

1 下 川 町小中一貫学校教育目標

|｢未来につむぐ自分雌の創造｣’
獣肝とも側W瓢'子ども(働力iﾙ鯛ﾁとも(卿

コロナ禍を経て、学校の教育活動が再開され、子どもたちの交流も戻ってきた。教職員は学
校のあるべき姿を改めて見つめ直し、一人一台端末を活用した授業改善や学校行事等の工夫を
通して、子どもたちの自己肯定感・自己有用感・自己効力感を高める教育に努めてきた。
現在、社会は高齢化が進み、人口構造の変化が急速に進展している。こうした環境変化の中

でず子どもたちには未来の社会を担う人材としての成長がこれまで以上に求められている。ま
た、容易に答えを見出すことが難しいこれからの社会においても、自らのよさや可能性を見失
わず、社会の一員として確かな存在であり続けられるよう育むことが学校教育の責任である。
このような考えを踏まえ､"鴬少子化を前向きに捉えながら、個の成長・確立を主軸に据え、小

中一貫校として学校教育目標を「未来につむぐ自分らしさの創造」と制定した。
（設定理由の詳細は別紙）

これからの子どもたちは、変化の激しい時代を生き抜く。人生100年時代の到来により、生
涯にわたり主体的に学び続け、自らの人生を切り拓く力がこれまで以上に求められている。ま
た、多様な価値観をもつ他者と当事者意識をもって対話し、問題を発見・解決できる「持続可
能な社会の創り手」としての力も必要とされる。こ:うした未来を見据え､貴子どもたちが自分ら
しさを大切にし、力強く生
これまでも、そしてこれ

本型学校教育の実現を目指
高度化・複雑化する教育課

きていけるよう、学校教育の役割はますます重要になる。
からも、教職員は公教育の中核として重要な役割を担う。
し、教職員には、学びの専門職として新たな教育を実践的

高度化・複雑化する教育課題に的確に対応していく -ことが強く求められている。子ども一人一
人に寄り添い、丁寧な指導や支援を通しながら、安心して学び成長できる環境づくりを進めて
いきたい。
また、子どもたちを健やかに育むためには、学校だけでなく家庭や地域も重要な役割を果た

す。家庭や地域と学校が密接に連携し、互いに支え合いながら子どもを見守る環境を整えるこ
とが不可欠である。こうした協働により、子どもたちは安心して学びに取り組み、自己肯定感
や自己有用感等を高めることができる。地域とともに育てる体制を築き、子どもたちが社会に
貢 献 し 、 自 分 ら し く 成 長 して い く 力 を 育 んで い き た い 。

今年度の重点目標を｜学び合い、関わり合いを通して広がる笑顔と確かな成長！」とする。
この目標には、子どもたちが互いに学び合い、関わり合う中で笑顔が広がり、確かな成長を実
感できる学校生活を目指す思いが込められている。毎日の授業や学校行事などを通して、自己
肯定感や自己有用感、自己効力感を育み、自分らしさを発揮し、安心して挑戦できる環境づく
りに努め、子どもたちが「学び合う喜び」や「支え合う心」を深め、笑顔あふれる学校生活を
送ることができるようにしたい。こうした日々の積み重ねが、一人一人の確かな成長につなが
り、未来への希望や夢を育む土台となるよう願っている。
経営の重点を「子どもを真ん中に チームで創る学校jとし、子どもたちが学ぶ喜びや成長

を実感し、笑顔や自信を深め、安心して自分らしく成長できる「魅力ある学校」の推進を目指
す。また、教職員が子ども一人一人に深い愛情をもって関わり、小さな変容や成長を丁寧に見
取りながら、チームとしての役割と責任を果たし、やりがいと達成感を感じる「働きやすさ・
働きがいのある学校」を推進する。さらに、保護者・地域と連携し、「信頼される学校」とし
て子どもの変容を共有し、期待に応える学校経営を推進する。
施設分離型の小中一貫校として、学校教育目標「未来につむぐ自分らしさの創造」を学

校・家庭・地域で共有し、その実現に向けて創意工夫を凝らしながら活力あふれる教育活動を
展開することで、子ども一人一人の輝きを引き出していきたい。

して新たな教育を実践的に展開し、
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2 経 営 の 基 本 方 針

【 子どもを真ん中にﾁー ﾑで創碑’則り
（1）経営の基本
①人間尊重の精神を基盤に、子ども一人一人のよさや可能性を大切にしながら、「生きる力」
の育成を目指した教育課程の編成・実施・評価・改善を進める。

②たゆまぬ研修と実践を通して教職員の専門的力量の向上を図り、子どもの変容や成長が実感
できる価値ある教育実践を推進する。…

③教育目標の実現に向け、相互の信頼に支えられた教職員の主体的な経営参画を促し、協働と
共感を基盤とした組織的な学校運営を進める。

④ 施設分離型小中一貫校の特性を生かし、学校・家庭・地域が｢目指す子どもの姿」を共有す
ることで、義務教育9年間を見通した質の高い教育活動の推進し、児童の主体的な学びと確
かな成長を育む。

⑤家庭や地域に「開かれた学校づくり」を推進し、積極的な情報発信と対話を通して信頼され、
地域とともに歩む学校を目指す。

（ 2）目指す学校像
①子どもにとって、「魅力ある学校｣
・失敗を恐れず挑戦し、学ぶ喜びや達成感を味わいながら、笑顔があふれる学校
・自分のよさや可能性に気付き、成功体験を積み重ねる中で、自信を深めていくことができ

る 学 校
・自他の違いを認め合い、自分らしさを大切にしながら、安心して過ごすことができる学校
・夢や目標をもち、見通しをもって取り組みながら、成長していくことができる学校

②教職員にとって、「働きやすさ・'働きがいのある学校」
・子ども一人一人に深い愛情をもって関わり、小さな変容や成長を丁寧に見取り、喜びを実
感することができる学校 ゞ “ 、 、

・教職員一人一人が自らの役割と専門性を発揮し、教育の成果を実感しながら、やりがいと
達成感を感じられる学校←” 一 一

・ 教職員相互の協働と共感の精神を大切にし、チーム貢献力を発揮して重点目標や学校課題蕗 乳 J

に主体的に挑戦する組織的な学校
・ 教育活動を振り返り、成果と課題を共有しながら学び続け、工夫・改善を重ねていく学校

，、謹望 ． ．．．

③保護者。地域にとって、「信頼される学校｣_
・子ども一人一人の変容や成長を実感でき、安心して子どもを通わせることができる学校
・学校教育に対する保護者や地域の思いや願いを的確に受け止め､期待に応えることができ
る学校  息

・コミュニティ・スクールを基盤とし、家庭・地域との連携を深め、地域とともに子どもを＝

育てる学校
．地域の人的、物的教育資源を生かした体験的な活動を充実させ、子どもが地域のよさや価
値を実感できる学校

・あらゆる機会を通して、子どもの変容や教育活動の様子を積極的に発信し、学校の取組を
分かりやすく伝える学校

（3）目指す教職員像：『使命感,･指導力・人間性のある教職員」
①子ども一人一人のよさや可能性を信じ、未来を見据えた教育に使命感をもって取り組む教職

員
②確かな専門性と指導力を磨き続け、教育目標の実現に向けて、協働と共感の楕仲のもとナー

ムとして機能し、子ども一人一人の学びと成長を支える教職員
③他者と積極的に関わり、一社会人としての良識と豊かな教養を身に付け､｡幅広い≦人間性を高

鬘めようとする教職員

目指す授業像：「誰一人取り残さないを意識した授業」
学習規律を大切にし、基礎的.基本的な学習内容の確実な定着を図る授業
課題を自ら見出し、解決に向けて主体的に学び続ける力を育む授業
個別最適な学び、協働的な学びを実現するため、ICTを効果的に活用する授業
学校全体で系統的に指導し、根拠をもとに自分の考えを分かりやすく文章にし、説明できる
力を育てる授業
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金麺6隼慶下鵬小学校｡下剛車掌糠クﾗﾝドデザイン

【下川中学校 本年度の重点目標】
生き生きと学び、活動する生徒の育成

～「自己有用感」に視点を当てて～
《冑成すべき資質・能力の宣点〉
･主体性～謀遍に向き合い、自ら見通しを立てて行白する力
．僅僅隼‾担亘の画像睦高あ､璽万匠頭鳥農盾尚濡力
･挑敏心～海面真雇に向けて、改普して向上を図る力

．字ひに蘭同きに取り麓鰡職師間・自分のよさ露顕し底爾衰‾値膏喜思いや仲周と傷力しながら、り、侭力して活■し､学綾や学佼をよりよくうとする。 ， しようとする．､-- ‾一 ‾ー--- ‾ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - . - 一一三二三 -三一三一二 .マーー ‘● . . ､ - - - -

- - 鴎 、 壷互譲r芦--
<校種間との連携〉

<箆定こども■》
・アプローチとスタート閣面での接続(撒導肯剛
勝
・低学年生活科「おもちゃ広嶋」への捕待（交涜
学胃）
。‐佃入学(1年生との蛾学習）・授英殿
〈特別支捷学校〉
・パートナーテイーチヤー要諦訪側・捕導助
育 ・校内研修

〈下川商難窟校〉
・小海連撹学習
・クラブ活勤での連撹
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『未来につむぐ 自分らしさの■造』
主体的に学ぶ生徒（知）篭 仲間と協働する生徒（徳） 粘り強く挑戦する生徒〔億〕

〔主な方策〕

横断的､協同場面の一層の充実を図りながら、主体的に学ぶ侭の実現に導く授集改普
･多岐にわたる篠■に向かうための様 な々スキルを身に
範迄せ､取捨選択しながら解決尺導く苧ぴあ畳働爵
な壷走
，限られた時周を有効に活用して創愈工夫する取組を総
合的な学宙の時面、道璽各教科尺と猛大

.｡ ､ ～ ー一ヶーー■ - 画 一一 ､ ＝ "

［主な方俵〕 柄り題い轟戦に関して（体）  ‐ -
〔 主 な方策〕 -

･多面的、多角的な視点からアプローチできる組織的な指導の工夫
.ありたい未来への意思をもって行動するAARサイクル
の活用
｡総合的な学習の時岡を柱とした学校と家庭、地埴が一
体となり失敗を恐れずに挑戦へと導く環境づくり》

【本校敏育の指針】
･日極驚･執詑赫･榊冑法
･ “ 冑膳行鷺■ ･掌…
･…冑桧麺埴･上Ⅱ“フーカス
･下川晒曾■冑麺･下JM…冑ピ海ン
･下Ⅱ”官嗣噴行方針 【下川小学校 校馴】

考える子ども(知）明るい子ども(徳）がんばる子ども(体）

【経営の基本方針】 1
℃『子どもを真ん中にﾁーﾑで創る学鈎一jl
〆-‾‾一一一一一‾一一一一一…一一一--------------ニーーミ

【下川小学校 本年度の■点目探】
『学び合い､園わり合いを遂して広が琴厘と齢な錨!』 ノ

三 一 雪 一二才駕鍵；
篝篝濤；繧 豈宅

# 径 営の重点

.fども．A･人娠榊箇邸趣でき､雌してfども鋼
塊ること旋部鞭．？蝿#に肘5蝿艀躯の
蝋'砺削を鮪に掛け鋤,殿峨鵡こと旅“￥
儲・ｺﾐｭﾆﾃｨ‘ｽｸｰﾙ纏昼とし､鑓,鯛と咽
鮭別､輯とともにfども鋪て&穂，域りA的、
蝿繊灘を秘した#醗嘘齢維きせ､fども蝿
靭よさや鮒を趣でき砕段，あら銅馳麺して、
fと帥”箙､鱸飛地的に鮒し､鞭の鮪
を ” ”すぐ蹴る轍

(子どもの寓■》
.則る<“､岬にも･侭鯛0馳二と＃で“
･雄らと､力して馴齢こと派ざ5
.瞬力､而力,繊力に鐘施る
･乍力や体力”人跡純い
･蛇へ唾段･醜.我”日に遁蠅5
，蝿批鋤した剛[い'鋸卵.沌鯛蛎立
必饗で“
家竃･唾唾厘〉
‘“騨雑鮪お“PTl噸に侮力旅ある
'岨でfどもを鋤〈蹄り.紅&哩郷あ6
■■貝の■い;子どもへつけたい力》
曝鰯､恩椣な顛艮蝿趣・帥やり
鯛聴力・蝿繩，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ僅
力，烏t心･主維･雌鷺
恩軸,鯖力､湖力
展■春･“の■律子ど“つけ蜘力〉
醍鰹さ欄埋埋及蛾世，鼠"力.賑力.錘
i･製牟り’鵬獅･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ侭
i ･ ﾁ ﾔ ﾚ ﾝ 端 神

一 一

子どもへつけたい力〉
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敦育目樺・年度の重点の逮成を目

烹 蚕 …轍員の共通理解に基づく擢循体劇
力を高める校内瞬修の充実とI C
理解を中心に据えた学級経営の充
と地域（こども函・下川鷹集高校
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「育てたい資質・能力」及び目指す姿誌唾 一一一一 ‾ ‾ 一 一 一一一 ‾ ｰ
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考える子ども（知）
錘 禰

『噸‘雌柳顛

‾了身壷憲諏画達見うげ了葡禰
に自分の考えを鍾明し、自
し債蝋な方法で表現できる

する塞誕爾涜面画雇
I単な問いを立て、濁
§説明できる。

を■理し、理由をもと
分にあった方法を選択
●

I ‐ 巳 ●

｢胃謡§癬蕊醗蕊’ に 長 り

誌も衝闘蒼砺肩涼輌諏董爾恵
ながら、自分のよさを発揮し、心身の健康を
大切にする．

”

｢職力‘

鉱も肥で鮒

願か腿力伽舶

蝿8殿，織州

｢単U頭#うｶ嶋鯛釘醸

【家■教官に向けた逼携】
☆子どもの話への唾努力への廊費、安全への声かけ
l 挨拶や社全的ルールの徹底
2 領ましい生漏腎慣の形戒（早寝,￥艇・劇ごはん）
3 家庭乍丹や蕊間。lCT唇月への夏璃詮定及び冑憤膠皮
4 テレビ・ケームの時鯏設定及び点検
5 家庭での役溺（お予膳い）の明確化

J I - 咄 … 一 一 一 L 三 二 . 画 一 』 - - - - -

〈地域との揮撫〉
<ｺﾐ室ﾃｨqｽｸー ﾙ(学歴蓮密画■会〕〉
・学校経営方針の承狸、学校運営及び教育活動への愈見等
磯鶏鐸脚柵柵働本繍との“）
．交通安全見守り．環境捜個’読み園かせ（読罫活動充実支媛）・体力テス
ト・脅山造成。1日防災学校・ミシン・ほんわか教護（総合；静師)，つつ
く槻蔚論鋪緊詞､縫合鰯な報の卿鯛(謙臓:森の生濡)籍
・社会見学、校外学習（工瑚、店鯖、公共施設倖)・クラブ活動（地域人材畿
師)・学びの広場（社会敦育撹簡)・交遜安全紋竜・防犯紋罐・避爆薊練・薬物乱用撒室・情報モラル較室・消費荷教育・瓢税教室・人権敏宅(関係機鴎・団体講侮)・地域行事・地城応募作品（いじめ標踊、絵画零）への取組・児童篭との連桃・社会敬育との関連



(蒲莉百毒薗雷）下川町小中一貫学校敏育自律減.“
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